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6月の合同進路説明会で、3年生の皆さんが考えてくれた質問の解答をお知らせします。
自分の気になる学校のオンリーワンな解答が聞きたい！所ですが、高校の先生からは、高校間でそんなに大きな

違いはないですよ、と事前に言われており、また、解答用紙をみて実際その通りだったので、違いがある場合のみ

高校名を記載します。また、紙面の関係上、高校名は次のように省略します。

首里（首）、南風原（南風）、知念（知）、南部農林（南農）、那覇商業（那商）、南部工業（南工）

◎文系と理系は何が違うのですか？

→知念と首里のみ文系理系の設置あり。

1年の6月に選択する。

「文系」

社会や英語等の文系科目を勉強する時間が多

くなる。進学は文系の大学や専門学校、看護の

専門学校に進む生徒が多い。

「理系」

数学や理科の理系科目を勉強する時間が多く

なる。看護系や工業系に進む生徒が多いが、文

系の大学や専門学校に進学する生徒もいる。

【校則に関すること】

①昼休みに校外に出て良いですか？

→ＯＫ（首、知、那商）・ＮＧ（南風、南農、南工）

②バイトはできますか？

→許可制です。

③自転車通学はできますか？

→ＯＫ

④スマホの扱い

→朝の会の前に電源ＯＦＦ、帰りの会後電源ＯＮ

＊昼食時間は例外としてＯＫ（那商、南農）

⑤中学校と高校の校則で大きく違うところは？

→・自主性や主体性が大切。

・身なりに関する校則は中学校と基本同じでした。

詳細は各高校のＨＰを参照する。

・進級するために条件（出席日数、評定）がつく。

＊留年の条件と同じ
◎高校によって、大学への行きやすさは関係し

てくるのですか？

→高校によってではなく、本人次第です。

◎評定に１があるのですが入学できますか？

→「できない」と断言した高校はありませんでした。

・評定１があると入学できないというわけではありませんが、不利になることは確かです。頑張れる

のに頑張ってないものがあるはずです。それを改善していきましょう。

・評定１になった理由を考え、その原因となった所を改善できれば、その努力によって入学できる

可能性はあると思います。

◎面接で観ているところはどこですか？

→・自分のことをしっかり伝えようとする意欲があるか。高校で学ぶことに意欲があるかという点です。

・身なりや態度、自分の言葉で伝えられるか。

◎部活動の活動時間

→平日2時間、祝祭日3時間
南農

緑が多く校舎が広い（慣れるまで

大変）牛の散歩などみれます。

個人的に心引かれた記述♡牛の

散歩が観たいから！で高校決め

る訳ではないですか･･･

◎生徒の良いところと悪いところはどこですか？

→○明るく元気で優しい。

×自分の可能性を信じてチャレンジする生徒が

少ない。

×能力はあるのに、限界を自分で決め挑戦しない。

生徒の挑戦を応援したい、

伸ばしたいという思いは共通

なんだなと思いました。


